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Unlike former Soviet Union, the SMEs have been incorporated in the system of the
planned economy in China, but financing SMEs is a relatively new agenda. This paper de-
scribes the followings below: (1) We retrace the institutional reforms and the structural
changes of money flow in China. (2) We confirm what SMEs are in China, and consider why
the growth of China’s SMEs has been achieved under the strict finance constraint in formal
financial system. (3) In addition, we discuss the reason why expansion of financing SMEs has
been picked up as an urgent policy matter in these several years.
Through discussing the above, what we want to insist are as follows. (1) Difficulty for
China’s SMEs to secure the necessary funds cannot be explained by application of the general
theory on financing SMEs alone. (2) It seems that China’s financing SMEs problem is deeply
tied up with the process of institutional transformation (marketization) and the essential struc-
ture of China’s economic system which so called “Socialist Market Economy”.
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図２ 部門別資金過不足の対名目 GDP 比率（％）





































































































































































































































業種 指標 単位 大型 中型 小型 微型
工業
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧１０００ ３００≦Ｘ＜１０００ ２０≦Ｘ＜３００ Ｘ＜２０
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧４００００ ２０００≦Ｙ＜４００００ ３００≦Ｙ＜２０００ Ｙ＜３００
建築業
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧８００００ ６０００≦Ｙ＜８００００ ３００≦Ｙ＜６０００ Ｙ＜３００
総資産額（Ｚ） 万元 Ｚ≧８００００ ５０００≦Ｚ＜８００００ ３００≦Ｚ＜５０００ Ｚ＜３００
卸売業
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧２００ ２０≦Ｘ＜２００ ５≦Ｘ＜２０ Ｘ＜５
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧４００００ ５０００≦Ｙ＜４００００ １０００≦Ｙ＜５０００ Ｙ＜１０００
小売業
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧３００ ５０≦Ｘ＜３００ １０≦Ｘ＜５０ Ｘ＜１０
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧２００００ ５００≦Ｙ＜２００００ １００≦Ｙ＜５００ Ｙ＜１００
交通運輸業
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧１０００ ３００≦Ｘ＜１０００ ２０≦Ｘ＜３００ Ｘ＜２０
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧３００００ ３０００≦Ｙ＜３００００ ２００≦Ｙ＜３０００ Ｙ＜２００
倉庫業
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧２００ １００≦Ｘ＜２００ ２０≦Ｘ＜１００ Ｘ＜２０
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧３００００ １０００≦Ｙ＜３００００ １００≦Ｙ＜１０００ Ｙ＜１００
郵政業
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧１０００ ３００≦Ｘ＜１０００ ２０≦Ｘ＜３００ Ｘ＜２０
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧３００００ ２０００≦Ｙ＜３００００ １００≦Ｙ＜２０００ Ｙ＜１００
農林水産業 営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧２００００ ５００≦Ｙ＜２００００ ５０≦Ｙ＜５００ Ｙ＜５０
宿泊業
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧３００ １００≦Ｘ＜３００ １０≦Ｘ＜１００ Ｘ＜１０
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧１００００ ２０００≦Ｙ＜１００００ １００≦Ｙ＜２０００ Ｙ＜１００
飲食業
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧３００ １００≦Ｘ＜３００ １０≦Ｘ＜１００ Ｘ＜１０
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧１００００ ２０００≦Ｙ＜１００００ １００≦Ｙ＜２０００ Ｙ＜１００
情報通信業
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧２０００ １００≦Ｘ＜２０００ １０≦Ｘ＜１００ Ｘ＜１０
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧１０００００ １０００≦Ｙ＜１０００００ １００≦Ｙ＜１０００ Ｙ＜１００
ソフト・情報技術
サービス業
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧３００ １００≦Ｘ＜３００ １０≦Ｘ＜１００ Ｘ＜１０
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧１００００ １０００≦Ｙ＜１００００ ５０≦Ｙ＜１０００ Ｙ＜５０
不動産開発経営
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧２０００００ １０００≦Ｙ＜２０００００ １００≦Ｙ＜１０００ Ｙ＜１００
総資産額（Ｚ） 万元 Ｚ≧１００００ ５０００≦Ｚ＜１００００ ２０００≦Ｚ＜５０００ Ｚ＜２０００
不動産管理
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧１０００ ３００≦Ｘ＜１０００ １００≦Ｘ＜３００ Ｘ＜１００
営業収入（Ｙ） 万元 Ｙ≧５０００ １０００≦Ｙ＜５０００ ５００≦Ｙ＜１０００ Ｙ＜５００
リース・ビジネス
サービス業
従業員数（Ｘ） 人 Ｘ≧３００ １００≦Ｘ＜３００ １０≦Ｘ＜１００ Ｘ＜１０
総資産額（Ｚ） 万元 Ｚ≧１２００００ ８０００≦Ｚ＜１２００００ １００≦Ｚ＜８０００ Ｚ＜１００



































国内資本 ９５．４ ８５．６ ８２．４ ８０．５
：国有＋集団所有 １５．８ ２１．１ ２５．７ １７．２
：株式，有限責任 １２．３ ２２．７ ３３．５ ２８．０
：私営企業 ６１．９ ３７．９ ２０．８ ３２．５
：その他 ５．５ ３．９ ２．５ ２．８
香港・台湾・外資系 ４．６ １４．４ １７．６ １９．５





















































































































































































































２００１ ５５．４ ３４．５ ２．０ １．９ ０．０ ０．２ ６．０
２００２ ４８．７ ４０．９ ２．７ ０．９ ０．１ ０．３ ６．４
２００３ ４５．９ ４０．０ ３．９ １．５ ０．４ ０．５ ７．８
（注） 意味不明の項目は「その他」に含めている。




















５０人未満 ４２．３ １３．９ ６．２ ５．４ ８．３ １５．４ ８．５ ０．０ ０．０
５０以上１００人未満 ３２．２ １１．８ ４．４ ２０．６ ７．０ １８．５ ４．８ ０．７ ０．０
１００以上５００人未満 ２７．７ １０．３ ０．８ ２２．６ ６．６ ２７．８ ２．７ ０．９ ０．６
５００人以上 １９．３ １５．２ ０．４ ４７．１ ２．０ １３．５ ０．０ １．４ １．１
（原出所） 楊思群 (2002)『中小企業融資』民主與建設出版社，pp. 57-59




















































































































































（原資料） World Bank, ICS_china 2003


















































































































（原資料） World Bank, ICS_china 2003























北京 瀋陽 西安 温州 南海 合計
国有企業投資 ２．８ ２．０ １．５ １．４ ０．０ １．６
政府機関投資 １．４ ３．９ ４．５ ０．７ ０．０ ２．１
個人・家族資金 ４５．５ ４７．４ ４４．７ ５７．５ ５１．４ ４９．４
外資 ５．６ ５．２ ２．２ ４．１ ６．２ ４．７
民間企業投資 ２１．０ １５．２ ２．２ １１．４ １５．７ １５．５
ベンチャーキャピタル ３．５ ４．０ ０．７ ２．０ ０．６ ２．２
内部留保 ５５．３ ３４．３ ４１．１ ３０．４ ４９．１ ４１．９
銀行借入 ３７．１ ２０．４ ２９．１ ５１．４ ４７．３ ３７．２
親族・友人借入れ １１．２ １９．８ １５．７ １８．３ ９．２ １４．８
内部資本 ３７．８ ２６．２ ３４．３ ３４．４ ２９．４ ３２．４
（注） 主な資金調達先として企業があげた上位３つをまとめた値。
（原出所） Asian Development Bank (2003) 表Ａ２．１５














温州 蘇州 天津 中国合計 日本合計
１．不足 ５２ ４６．０％ ６３ ５７．３％ ７５ ６８．２％ １９０ ５７．１％ ３８．３％
２．足りている ５５ ４８．７％ ４７ ４２．７％ ２９ ２６．４％ １３１ ３９．３％ ６１．７％
無回答 ６ ０ １０９ ６ １２
（上で１を選んだ場合）資金不足の原因（いくつでも）
温州 蘇州 天津 中国合計 日本合計
１．売上げ低迷 ６ １１．５％ ６ ９．５％ １５ ２０．０％ ２７ １４．２％ ７１．１％
２．売上げ金回収の遅れ ３３ ６３．５％ ２９ ４６．０％ ３５ ４６．７％ ９７ ５１．１％ １９．７％
３．人件費・原材料費の増加 ２７ ５１．９％ ３４ ５４．０％ ４５ ６０．０％ １０６ ５５．８％ ３０．５％
４．借入れ金返済の必要 ６ １１．５％ ７ １１．１％ １９ ２５．３％ ３２ １６．８％ ４４．６％
５．古い設備を入れ替える必
要がある
１１ ２１．２％ ８ １２．７％ ５ ６．７％ ２４ １２．６％ ２２．１％
６．設備増設の必要 １６ ３０．８％ １７ ２７．０％ １５ ２０．０％ ４８ ２５．３％ １２．０％
７．その他 ３ ５．８％ ４ ６．３％ ２ ２．７％ ９ ４．７％ ０．８％
（上で２を選んだ場合）資金充足の理由（いくつでも）
温州 蘇州 天津 中国合計 日本合計
１．自己資金が十分あるから ２６ ４７．３％ １９ ４０．４％ １４ ４８．３％ ５９ ４５．０％ ２２．９％
２．不足すれば銀行から借り
られるから
３８ ６９．１％ １９ ４０．４％ ８ ２７．６％ ６５ ４９．６％ ６２．６％
３．不足すれば銀行以外から
借りられるから
５ ９．１％ ２ ４．３％ ４ １３．８％ １１ ８．４％ ４．２％
４．自己資金の範囲内で経営
を行うから
１８ ３２．７％ １４ ２９．８％ １１ ３７．９％ ４３ ３２．８％ ３０．９％
５．その他 ０ ０．０％ ６ １２．８％ ０ ０．０％ ６ ４．６％ ０．７％














温州 蘇州 天津 中国合計 日本合計
１．有る ９７ ８９．０％ ７０ ６５．４％ ４０ ３７．７％ ２０７ ６４．３％ ７９．２％
２．無い １２ １１．０％ ３７ ３４．６％ ６６ ６２．３％ １１５ ３５．７％ ２０．５％
無回答 ４ ３ ４ １１
（上で１を選んだ場合）借入れ先（いくつでも）
温州 蘇州 天津 中国合計 日本合計
１．銀行（全ての預金取り扱
い金融機関）
９５ ９７．９％ ６３ ９０．０％ ３４ ８５．０％ １９２ ９２．８％ ９１．８％
２．銀行以外の民間金融業者 １４ １４．４％ ２ ２．９％ ４ １０．０％ ２０ ９．７％ １．６％
３．政府系中小企業専門金融
機関
２ ２．１％ ２ ２．９％ ２ ５．０％ ６ ２．９％ ３６．１％
４．経営者の知人 ２９ ２９．９％ ８ １１．４％ ６ １５．０％ ４３ ２０．８％ １．４％
５．経営者の家族・親族 ２２ ２２．７％ ９ １２．９％ ６ １５．０％ ３７ １７．９％ ８．３％
６．経営者自身 １５ １５．５％ ６ ８．６％ ３ ７．５％ ２４ １１．６％ １５．７％
７．その他 ２ ２．１％ ５ ７．１％ ２ ５．０％ ９ ４．３％
（出所） 駒形 (2007) pp. 100-109
９－３ 株式上場（１つ）
温州 蘇州 天津 中国合計 日本合計
１．現在上場中 ２ １．８％ ０ ０．０％ ０ ０．０％ ２ ０．６％ ０．５％
２．上場の準備中 ４ ３．５％ １ ０．９％ ３ ２．７％ ８ ２．４％ ０．２％
３．将来上場することを目標 ８ ７．１％ ６ ５．５％ ２ １．８％ １６ ４．８％ ３．７％
４．今は考えていないがいず
れは可能性がある
３９ ３４．５％ ２３ ２０．９％ ２０ １８．２％ ８２ ２４．６％ ４．３％
５．まったく考えていない ４６ ４０．７％ ６２ ５６．４％ ７４ ６７．３％ １８２ ５４．７％ ９０．９％
無回答 １４ １８ １１ ４３









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































９） 李子彬主編 (2010) p. 57
１０） 同上








































































１３） 李子彬主編 (2010) p. 60






























１５） 李子彬主編 (2010) pp. 63-66
１６） 李子彬主編 (2011) p. 56
１７） 白井 (2003) p. 85































































































































































































２１） 李子彬主編 (2010) p. 107
２２） 李子彬主編 (2011) p. 56




















社団 （億元） 備考 （人）
２０００ ２０３
２００１ ５８２ １８１ ２００ １２６
２００２ ８４８ ２８９ ３２５ ２３４ ２４２．３３ 担保資金 ５７２３
２００３ ９６６ ３０５ ３２１ ３４０
２００４ ２１８８ ４６０ ４７７ １２５１ １８７９ １９６ １１３ ６５７．２ 担保資金
２００５ ２９１４ １９８ １１６９ ５８５ ５６８ １９６１ ２４４６ ３００ １２８ ８１５．１５ 担保資金
２００６ ３３６６ ３５９ ３００７ ６８８ ６２９ ２０４９ ２８６３ ３８１ １２２ １２４３ 登録資本金 ２９８７９
２００７ ３７２９ ５４４ ３１８５ ７０３ ６８２ １７６１ １７７４．０８ 資本金総額 ３７４５４
２００８ ４２４７ １２４５ ８０３ ７７７ ２６６７ ２３３４．３ 担保資金
２００９ ５５４７ １５０１ ３３８９ 担保資金
















２００２ ２．８７ ５９８．１８ ５．１８ ３．４２ ７７７ ６．５４ ４．３
２００３ ４．８０
２００４ １８．８０ １９１３ ３２３７ ３６．６ １７．２ ７．３ ４６．２ ３２．２
２００５ ２６．３４ ４６７３．８７ ２５．２９ ５７．６６
２００６ ３７．９６ ８０５１．８７ １４９．２ ３８．２１ １５．５６ ２５７．７４ １７８．８３
２００７ ２１．６５ ７０．００ ５５４９ １３５００ １４５ １０６５２ １１８．９ ７２．５４
２００８ ２３．００ ９０．７０ ７２２１ １７５００ ４０．０ ４３．４ ６７５９ ３７６．４ ４４２９．７ １７．４
２００９ ３７．００ １１２．００ １０７９６ ２５０００ ５５．８ １８０ ７２８９ ２７．５
２０１０ ３５．００ １５８００ ５８．５ ７０ ５０６ ９６７８ ２１
（注） 代位弁済金額は２００８年のみ単年，その他は累計。２００７年までの累計保証件数が前年までの累計を下回って
いる理由は不明。
（出所） 全国担保機構聯席会議ウェブサイト「行業発展報告」各年版，李子彬主編 (2010)『中国中小企業 2010 藍
































































２６） 李子彬主編 (2010) p. 157
２７） 李子彬主編 (2010) pp. 160-165

























２９） 陳 (2010) p. 203
表１３ 企業の資金調達先割合（％，２００６年）




東部１０省・市 ２３．８ ２１ １３ １７．２ １５．３ ９．７
中部８省 ２１．１ １８．３ １４．５ １６．６ １５．４ １４．２
西部９省 ２１．９ １９．３ １２．７ １８．１ １４．６ １３．４

































































































３０） 陳 (2012) pp. 42-43
３１） 陳 (2012) p. 43
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